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今日から始められるDXの考え方

＆ マイクロソフトベースの施設紹介

Microsoft Teams 活用術

～基本操作からPower Platform 連携まで～

日本マイクロソフトが取り組む

ハイブリッドワーク

■ 内容

を飛び越えよう！
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参加特典

1. ランチ付き

2. 抽選で豪華賞品プレゼント‼

（Surface Go 等）

とび こえ



「2025年の崖」とは、IT人材の不足と基幹システムの老朽化によって、国際競争力の低下や、年間12兆円もの

経済損失が生まれると懸念される事態のことで、レガシーシステムを抱える日本の多くの企業が、今この問題に

直面しています。この「崖」への対策として効果的と言われているのが、「DX (デジタル・トランスフォーメー

ション)」です。

少し前から「DX」という言葉をよく耳にするようになりました。しかし、一口にDXと言っても曖昧で、何から

取り組んだら良いのか分からないという方も多いのではないでしょうか。「DX」というと大げさで、ちょっと身

近には感じられないかもしれません。まずは身近なところから、少しずつ、無理ないところから取り組んでいく

ことがDX成功の鍵の一つです。また、DXに繋がると信じてMicrosoft 365 の Teams をはじめとする様々なクラウ

ドサービスを契約してみたは良いものの「結局、従業員が使いこなせていない」というケースも残念ながら散見

されます。DX には、古いシステムからの脱却とクラウドサービスを始めとした新しいシステムの導入に加えて、

IT 人材の育成も重要なファクターです。

そこで今回、この「2025年の崖」に直面している、金沢でビジネスを展開する企業の皆様に向けて、今からDX

に取り組むはじめの一歩をお伝えするセミナーを開催いたします。 そして、Microsoft 365 の Teams を 100%活

用するためのイロハをお伝えします。2025年を乗り越えるために、Teamsの活用から、御社のDXをはじめていきま

せんか？このセミナーを通じて、御社のDX推進のきっかけを掴んでください！

「2025年の崖」という言葉を聞いたことはあるでしょうか？

イベント詳細

■ 今日から始められるDXの考え方 ＆ マイクロソフトベース金沢の施設紹介

当施設では北陸地方IT都市化の実現をコンセプトに「DX人財（デジタルを活用して業務改善を推進できる人

財）」を育成する研修やイベントを随時実施しております。DX（デジタル・トランスフォーメーション）をどのよ

うに推進して良いかお悩みの方に向けたコンテンツを複数ご用意しております。クラウド、ローコード、ノーコー

ド、IoT、RPA、Microsoft365 などのデジタルツールの活用方法を始め、組織におけるDXのスタートラインから

ゴールまで一緒に伴走させていただきます。

■ Microsoft Teams 活用術 ~ 基本操作からPower Platform 連携まで ~

■ 日本マイクロソフトが取り組むハイブリッドワーク

新型コロナウィルスの発生により、オフィスワークから在宅ワークへ、現在はハイブリッドワークへと働く環境

は変化しています。この様な環境変化の中でコミュニケーションを支えているのが「Microsoft Teams」です。本

セミナーでは、Microsoft Teamsの基本活用からMicrosoft365の各サービスと連携した活用術までをご説明いたし

ます。Microsoftの各サービスは、連携する事でより効率的な運用が実現可能です。簡単な運用イメージを基に、

PowePlatformを使ったTeams連携についても解説させて頂きます。

本セミナーでは、日本マイクロソフトで実践しているMicrosoft 365を使ったハイブリッドワークについてお話

させていただきます。オフィスや自宅という場所に縛られずにコラボレーションができ、社員の生産性をあげる職

場環境を作るために、日本マイクロソフトではどのような取り組みをしているかについて、実践の中から得た知見

やベストプラクティスをご説明させていただきます。


